














































































































































































































































































































































難灘灘鞭 無阿@　蚤購 鱒藤鋼＿聯欝@　師　o　　石@　　　　，、ド　㍑ 　［麟舞湘「1怺]蕪簾鱒
セントラル州 Z9．0　　　94．29091　　132　　0．24キクユ　　　938カンパ　　　　1．8
巨　　　講懸灘蝿　　　、叢　麟”　瓢 　　匡r」覇　　遣　　　　　・bH 聯灘難醒遡繕 　　　　　　囁　「ｿ聴　　1顯羅騰、3蹴
ウエスタン州 89．7　　　1007412　　10．8　　0．22 ルイヤ　　　86．2テソ　　　　　5．7
拶麟馨霧罫、．購・　竃駄7 3碓壌8　載歪’0ζ43カレソジソ蕪讐 鎌グユ　　　193
イースタン州 92．2　　　　3．6 5423　　ク．9　　0．12 カンパ　　　53．9メル　　　　　27．4
コースト州 82．5　　　　5．5 3757　　5お　　0．15　　　　π ミジケソダ鱗3
?????????
ノースイースタン州 99．0　　　　0．0 0，0　　　0．0　　0．00オガデン　　40。0 デゴディア　25．2































































































灘懇灘鍵 』? 麟鎌灘霧灘1羅 ? 幽騰　　碧@雛
????????
…欝雛撫課鱒 磯縫灘！　壱　　　　　　　　　讃 羅霧 灘雛鞘 朧灘、蜜欝奮． 　　灘灘、厚　　，雛　縛
2001 27，921 6．34 71，511 8．17 99，404 7．65 71．94
灘i撫一講瀦灘・　　　　　　r 鷲一　｝療石A3．欝壕 　　　　　　　　脚ドE轟舞灘㎞、　　　　　　勝ﾊ　㌦・　　　型漁・ 　　　　　　　　　，肖葺㌻s罐 嫉礫灘灘灘鰍
2003 27，211 0．84 77，612 1．74 104，823 1．50 74．04
擁曝・ 黛i捻欝、 轟蕪． 韓鞭一 鍵麟謙 モ鱒灘懸 ・韓i醗1総繍鍵
2005 34，828 5．27 98，308 9．00 133，136 8．00 73．84
鱒061 営　肌
???????
　　　　『pLδ8　，点　　ト　褥　r 拷　　　　　　　　　㌻Pユ鰍霧　一　　　ぼ 溜礁識　　　聡 難鞭隙 欝譲雛　灘糠灘醗
2007 43，053 10．79 135，591 22．36 178，644 19．36 75．90
29¢8． 翻，揃 鷺・85 蜘軸、∴ 　　嘱　　　　　　　　ヒﾊ麟纐鎌　　　解ド馬’ 欝購諭 緩轄 繋畿鍵）須げ　　　　一“・・．
出所：Central　Bureau　of　Statistics［various　years］より著者作成。
カレンジソ族が10．3％となっており，キクユ族やカレンジン族は民族間の衝突を引き起こす確率が
高くなっている38。
　総じてケニアでは，小農全体の土地獲得機会は徐々に増えているが，政治的要因から土地獲得に
伴う問題が未だに存在している。キバキ政権が行った土地再配分政策もまた，ケニヤッタ政権やモ
イ政権と同様に政権支持派を優遇しているため，民族間の対立を引き起こしている。農民の生活は
農産物の生産価格や取引環境などの経済的影響に加えて，土地政策や政権争いなどの政治的影響に
も左右されている。土地問題や政治的混乱を背景にケニア国民のキバキ政権に対する批判が高まり，
2007年には大統領選挙の結果を巡る暴動が発生した。さらに，キバキ政権が反政権派による批判
の沈静化を目的に実施した土地の登記と所有権の拡大は土地獲得競争を激化させた。そのため，キ
クユ族などの政権を支持する農民や政治経済的エリート層，土地購入が可能な富裕層だけが土地獲
得機会をより多く得られるようになった39。キバキ政権の対応によって経済的要因が悪化したた
め，政治的要因が大きかった土地問題では富裕層対貧困層という経済的要因が再び大きくなった。
5．　おわりに
　ケニアでは農産物輸出が主要産品になっており，且つ労働者の半数以上が農業に従事しているこ
とから，土地はケニア経済にとって重要な資源である。またケニア人農民にとっても，土地は生活
を営む上で必要不可欠となっている。本稿ではケニアの土地問題と歴史的変遷の連関を検証し，大
ss　Holden，　et　a1［2009］参照。
39他方で2010年までに外国企業が実施したアフリカの土地の所有権獲得に関してアフリカ全体を100としたと
　き，ケニアでは129となっているため，ケニアの土地は他国に売却もしくは貸付が行われる割合が高くなっ
　ている（EIU［2010コ参照）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－130一
土地所有者によって土地が占有されていること以外に，政治的要因から土地所有が歪められている
ことを明確にした。イギリスから独立した1963年よりキバキ政権後の大統領選挙をめぐる暴動が
発生した2007年までの約半世紀で，ケニアの土地問題は終息ではなく悪化に向かった。独立以
降，土地が市場を介して売買されるようになったため，一部の富裕層が土地を占有していった。さ
らに大統領は出身民族を保護するために土地を利用した政策を行った。ケニア政府が好適農地を巡
る競争を助長したため，大部分の小農は土地獲得機会から排除された。
　これら背景に加えて，近年では中東諸国や中国がアフリカの土地の購入を活発に行っている。ケ
ニアの農地と近隣諸国の動向に言及すると，2009年に中東のカタールがケニア沿岸部の土地を借
り入れるためにケニア政府と交渉を行っている40。カタールは自国で消費する農作物の生産用地を
確保するためにイソド洋沿岸部に位置するTana－River－Deltaの農耕地4万haの借り入れを申請
した。加えて，カタールは農産物を含めた商品輸出の拡大のために沿岸部のラムという街に新たな
港の建設を要請した。ケニア政府はカタールの土地獲得によって雇用機会の創出と貿易の活性化を
見込んでいるが，他方で土地の管理が他国に委譲されることへの懸念や食料不足に陥っているなか
で土地の貸付を行うことへの疑問も起こっている41。
　歴史的背景や近年の動向を踏まえた上で，政権・反政権間もしくは富裕層・農民間の衝突によっ
てもたらされる国内の土地問題の変化を分析すること，また土地所有構造を介して農民および農業
が如何なる影響を受けているかについて政治的経済的側面から考察することが今後の課題である。
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